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平成２３年第２回福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会議決事件一覧 
 
（議案） 

番 号 件   名 提出者 
上  程 
年月日 

議  決 
年月日 

議決結果 

第７号議案 

福井県後期高齢者医療

広域連合副広域連合長

の選任につき議会の同

意を求めることについ

て 

広域連合長 23.11.1 23.11.1 同 意 

第８号議案 

平成２２年度福井県後

期高齢者医療広域連合

一般会計・特別会計歳

入歳出決算の認定につ

いて 

〃 〃 〃 認 定 

第９号議案 

平成２３年度福井県後

期高齢者医療広域連合

一般会計補正予算につ

いて 

〃 〃 〃 原案可決

第１０号議案 

平成２３年度福井県後

期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療特別会

計補正予算について 

〃 〃 〃 原案可決

③ 



④ 

平成２３年第２回福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会会期及び日程 
 

月日 曜 時間 会議 場所 会議事項 

１１月１日 火 午後３時３０分 本会議 
福井県自治会館

多目的ホール 

開会、議案上程、 
質疑、採決、 
一般質問、閉会 

 



平成 23 年第 2 回 

福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会会議録 

平成 23 年 11 月 1 日（火曜日）午後 3 時 30 分開会 

                     

○出席議員（２２人） 平成 23 年 11 月 1 日、平成 23 年第 2 回定例

会が福井県自治会館多目的ホール（議場）

に招集されたので、会議を開いた。 

１番 北條  正君 ２番 山崎 法子君 

３番 池尾 正彦君 ４番 北村  晋君 

５番 的場 輝夫君 ６番 新谷 欣也君 

７番 武田 敏孝君 ８番 平岡 忠昭君 

９番 玉邑 哲雄君 10番 大久保恵子君 

12番 飯田 拓見君 13番 向瀬 英渡君 

14番 北野 正勝君 15番 砂子 三郎君 

16番 松村 治門君 17番 村田 耕一君 

18番 谷口 健次君 19番 加藤 貞信君 

20番 山川  豊君 21番 松本  朗君 

22番 東野 栄治君 23番 河合 永充君 

 

○議事日程 
 
日程１ 議長の選挙について 
 
日程２ 議席の指定について 
 
日程３ 会議録署名議員の指名について 
 
日程４ 会期の決定について 
 
日程５ 副議長の選挙について 
 
日程６ 第７号議案 福井県後期高齢者医

療広域連合副広域連
合長の選任につき議
会の同意を求めるこ
とについて 

 

○欠席議員（１人） 
 
日程７ 第８号議案 平成２２年度福井県

後期高齢者医療広域
連合一般会計・特別
会計歳入歳出決算の
認定について 

11番 嵐   等君 

 

○事務局出席職員 
 

事務局長   三 上 明 範 
日程８ 第９号議案 平成２３年度福井県

後期高齢者医療広域
連合一般会計補正予
算について 

事務局次長  髙 村 恒 之 

業務課長   東 嶋 孝 市 
 

会計管理者  本 多   充 日程９ 第 10号議案 平成２３年度福井県

後期高齢者医療広域

連合後期高齢者医療

特別会計補正予算に

ついて 

業務課長補佐 山 岸   健 

係  長   田 畑 佳 亨 

係  長   川 尻 宏 和 日程１０ 一般質問 

 係  長   川 江 邦 孝 
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○説明のため出席した者 

広域連合長  東 村 新 一 君 

副広域連合長 杉 本 博 文 君 

副広域連合長 橋 本 達 也 君 

 

○事務局長（三上明範君） 事務局長の三

上でございます。本年３月に開催しました

前回の議会以降、福井県後期高齢者医療広

域連合議会の議長及び副議長の選出市町に

おいて、任期満了による選挙がありました

関係上、現在、本議会では、議長、副議長

ともに空席という状態であります。 

 議長が選挙されるまでの間、地方自治法

第１０７条の規定によりまして、出席議員

の中で、年長議員が臨時に議長の職務を行

うこととなっております。 

 本議会議員の中で年長の、あわら市の山

川豊議員をご紹介いたします。 

 山川議員、議長席に御着席願います。 

   （山川議員は議長席へ。） 

○臨時議長（山川豊君） ただいま御紹介

をいただきました、あわら市の山川でござ

います。 

 地方自治法第１０７条の規定により臨時

議長の職務を行います。 

 平成２３年第２回福井県後期高齢者医療

広域連合議会定例会は本日召集され、出席

議員が定足数に達しておりますので議会は

成立いたしました。 

 よって、これより開会し、本日の会議を

開きます。 

 なお、本日の欠席通告議員は、１１番、

嵐等君の１名であります。 

 ここで、広域連合長より発言を求められ

ておりますので、これを許可いたします。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） 本日ここに、

平成２３年第２回福井県後期高齢者医療広

域連合議会定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員各位におかれましては、なにかと

お忙しい中、御参集を賜り、厚くお礼を申

し上げます。 

 また、日ごろは、当広域連合の運営につ

きまして格別の御理解と御協力を賜り、重

ねてお礼申し上げます。 

 さて、後期高齢者医療制度につきまして

は、平成２０年４月に制度が開始されてか

らはや３年半を経過いたしました。制度導

入当初には、その名称が感情的に批判され

るなど、大きな混乱を見せたものの、制度

が浸透してまいりました最近では、おかげ

さまで安定した制度運営ができているよう

に感じられるところでございます。 

 しかし、政権交代後の政府は、この制度

を廃する法案の国会提出を望んでまいりま

した。しかしながらご承知のとおり、この

改革法案につきましては、与野党や関係団

体などとの調整がつかなかったため、先の
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通常国会には提出ができず、政府・与党社

会保障改革検討本部が６月３０日に決定し

ました、社会保障と税の一体改革成案を受

けた医療保険制度改革関連法案として、次

の通常国会以降に提出する考えを明らかに

いたしております。 

 したがいまして新制度への移行は、厚生

労働省は最短で平成２６年３月としており

ますが、医療保険制度改革案の取りまとめ

にあたっては、与党内や関係団体から異論

が出ており、今後も調整が難航することが

予想されるところです。特に国民健康保険

制度運営の都道府県単位化を進めようとす

る政府に対し、全国知事会は、先週開催さ

れました国と地方の協議の中で、国保制度

の構造的な問題解決なくして受け入れは困

難と、こう表明しており、この後期高齢者

医療制度についても、拙速に新制度へ移行

する必要はないとの意見を申し入れており

ます。今後調整が難航しますと、さらに新

制度への移行が遅れる可能性も出てまいり

ましたが、今回の改革におきましては、社

会保障制度の安定性と持続可能性を目指す

ことはもとより、世代間の納得が得られ、

国民的な合意のもとでの改革実現を願うと

ころであります。 

 こうした中、現行制度におきましては、

本年度中には、平成２４年度、２５年度の

保険料率の算定も控えており、前回は保険

料率上昇抑制のための方策が国からいろい

ろ示されましたが、今回も前回と同様、全

国的に保険料率の上昇が見込まれることか

ら、その指針や方策がこれから示されてく

るものと思われます。 

 当広域連合では、保険者として、今後の

国の動向を注視しながら、現行の後期高齢

者医療制度を引き続き円滑に、安定的に、

そして機能強化をより一層図りながら運営

してまいりたいと存じております。 

 本日は、「副広域連合長の選任につき議会

の同意を求めること」、「平成２２年度一般

会計・特別会計歳入歳出決算の認定」、そし

て、「平成２３年度一般会計補正予算」、「平

成２３年度特別会計補正予算」の４議案を

提案させていただいております。よろしく

御審議を賜りますようお願い申し上げまし

て、開会に当たってのご挨拶といたします。 

○臨時議長（山川豊君） 議事に先立ちま

して、ここで御報告を申し上げます。 

 県内１７市町から選出いただいておりま

す当広域連合議会議員のうち、７番、中村

正彦君、１４番、吉村春男君、以上の２名

から当広域連合議会議員を辞職したい旨の

願い出がありましたので、地方自治法第１

２６条及び第１０６条、第１０７条の規定

に基づき、これを受理し、辞職を許可いた

しました。 

 また、１番、河端満君、２番、原幸雄君、

３番、清水正信君、５番、濱田守好君、６

番、寺澤繁夫君、８番、山﨑文男君、９番、
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玉邑哲雄君、１２番、森田稔君、１６番、

清水清蔵君、１７番、西本恵一君、１８番、

高田訓子君、１９番、栗田政次君、以上１

２名の方が各市町議会議員の任期を満了さ

れました。この辞職等に伴い、新たに１４

名の議員が選出され、当広域連合議会議員

に就任されましたことをあわせて御報告申

し上げます。 

 ここで、新しく当広域連合議会議員とな

られました皆様を御紹介申し上げます。 

 氏名を事務局から朗読させます。 

○事務局員（本多充君） それでは、命に

より氏名を朗読いたします。 

 北條正議員、山崎法子議員、池尾正彦議

員、的場輝夫議員、新谷欣也議員、武田敏

孝議員、平岡忠昭議員、玉邑哲雄議員、飯

田拓見議員、北野正勝議員、松村治門議員、

村田耕一議員、谷口健次議員、加藤貞信議

員、以上でございます。 

○臨時議長（山川豊君） なお、このたび

新たに選出されました議員の皆様につきま

しては、議事の進行上、ただいま御着席の

議席を仮議席に指定いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたし

ました議事日程表のとおりと定め、直ちに

議事に入ります。 

 日程１ 「議長の選挙」を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法

第１１８条第２項の規定により指名推薦の

方法によりたいと存じますが、これに御異

議ございませんか。 

   （「異議なし」と言う者あり） 

○臨時議長（山川豊君） 御異議なしと認

めます。よって、選挙の方法は指名推薦に

よることに決しました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法については、臨時議長におい

て指名することにしたいと存じますが、こ

れに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と言う者あり） 

○臨時議長（山川豊君） 御異議なしと認

めます。よって、臨時議長において指名す

ることに決しました。 

 福井県後期高齢者医療広域連合議会議長

に加藤貞信君を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま臨時議長において指名いたしま

した加藤貞信君を福井県後期高齢者医療広

域連合議会議長の当選人と定めることに御

異議ございませんか。 

   （「異議なし」と言う者あり） 

○臨時議長（山川豊君） 御異議なしと認

めます。よって、ただいま指名いたしまし

た加藤貞信君が福井県後期高齢者医療広域

連合議会議長に当選されました。 

 ただいま議長に当選されました加藤貞信

君が議場におられますので、本席から当選

を告知いたします。 

 ただいま議長に当選されました加藤貞信
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君から御挨拶を受けることといたします。 

 （議長 加藤貞信君 登壇） 

○議長（加藤貞信君） どうも皆さん、こ

んにちは。ただいま御紹介いただきました

福井市の加藤でございます。ただいまは福

井県後期高齢者医療広域連合議会の議長を

拝命いたしましたことに対し、心から厚く

お礼を申し上げます。 

 この後期高齢者医療制度は、少子化や医

療制度の高度化に伴い医療費が増大する中、

将来にわたって持続可能な医療制度とする

ため、老人保健制度を見直し、１０年以上

にわたって議論を重ねた結果、新たな高齢

者医療制度として創設され、平成２０年度

から開始されたものでございます。くしく

も私はその開始の年に、福井市から広域連

合議会議員の命を受けまして、当時はご存

じのとおり、あらゆる方面から厳しい意見

を受けての船出であったことを思い出して

おります。 

 その制度も、開始から４年目を迎え、制

度に対する理解も徐々に深まり、高齢者を

支える医療制度として安定し、定着してき

たものと思っておりましたが、既に、近い

将来、新制度へ移行することが決定的とな

っているようでございます。 

このような制度の改革時期に議長を拝

命いたしまして、責任の重さを感じている

ところでありますが、新制度に移行するま

では、現行制度をしっかりと運営し、被保

険者の方が安心して生活できるよう、その

負託に応えていくことが何より肝要である

と考えております。 

 今後とも、議員各位の御支援、御協力を

お願い申し上げまして、議長就任の御挨拶

とさせていただきます。 

 どうも、ありがとうございました。 

   （拍手） 

○臨時議長（山川豊君） 以上をもちまし

て、臨時議長の職務はすべて終了いたしま

した。皆様の御協力によりまして、議長選

挙は滞りなく終了いたしました。 

 ここで、議長と交代します。 

 議長は、議長席にお着きください。 

 どうもありがとうございました。 

 （臨時議長は自席へ。議長は議長席へ。） 

○議長（加藤貞信君）これより私が議長の

職務を務めさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

 日程２「議席の指定」を行います。 

 今回新たに当広域連合議会議員に選出さ

れました議員の議席は、会議規則第４条第

１項の規定により、議長において指定いた

します。 

 氏名とその議席番号を事務局に朗読させ

ます。 

○事務局員（本多充君） それでは、命に

より、氏名と議席番号を順に朗読させてい

ただきます。 

 １番、北條正議員、２番、山崎法子議員、
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３番、池尾正彦議員、５番、的場輝夫議員、

６番、新谷欣也議員、７番、武田敏孝議員、

８番、平岡忠昭議員、９番、玉邑哲雄議員、

１２番、飯田拓見議員、１４番、北野正勝

議員、１６番、松村治門議員、１７番、村

田耕一議員、１８番、谷口健次議員、１９

番、加藤貞信議員、以上でございます。 

○議長（加藤貞信君） 次に、日程３「会

議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第７４条の

規定により、 

 ３番、池尾正彦君、４番、北村晋君を指

名いたします。 

 次に、日程４「会期の決定について｣を議

題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日１日限りとした

いと存じますが、これに御異議ございませ

んか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（加藤貞信君） 御異議なしと認め

ます。よって、そのように決しました。 

 次に、日程５「副議長の選挙」を行いま

す。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法

第１１８条第２項の規定により指名推薦の

方法によりたいと存じますが、これに御異

議ございませんか。 

   （「異議なし」と言う者あり） 

○議長（加藤貞信君） 御異議なしと認め

ます。よって、議長において指名すること

に決しました。 

 福井県後期高齢者医療広域連合議会副議

長に美浜町から選出いただいております、

北村晋君を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長において指名いたしました

北村晋君を福井県後期高齢者医療広域連合

議会副議長の当選人と定めることに御異議

ございませんか。 

   （「異議なし」と言う者あり） 

○議長（加藤貞信君） 御異議なしと認め

ます。よって、ただいま指名いたしました

北村晋君が福井県後期高齢者医療広域連合

議会副議長に当選されました。北村晋君が

議場におられますので、本席から当選を告

知いたします。 

  当選の御挨拶をお願いします。 

 （副議長 北村晋君 登壇） 

○副議長（北村晋君） 皆さん、こんにち 

は。美浜町議会議長の北村です。ただいま、 

副議長選挙におきまして、福井県後期高齢

者医療広域連合議会の副議長を拝命いたし

ましたことに対し、心からお礼を申し上げ

ます。 

 議長を補佐し、福井県後期高齢者医療広

域連合議会、また、後期高齢者医療制度の

発展に向けて、誠心誠意取り組んでまいる

所存でございますので、議員各位の御指導、

御鞭撻のほどをよろしくお願い申し上げま

 －6－ 



す。 

 ありがとうございました。 

   （拍手） 

○議長（加藤貞信君）  次に、日程６ 第

７号議案「福井県後期高齢者医療広域連合

副広域連合長の選任につき議会の同意を求

めることについて」を議題といたします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただいま上

程されました第７号議案「福井県後期高齢

者医療広域連合副広域連合長の選任につき

議会の同意を求めること」について、提案

理由の説明を申し上げます。 

 福井県後期高齢者医療広域連合の副広域

連合長につきましては、福井県後期高齢者

医療広域連合規約第１３条第１項の規定に

基づき、議会の御同意を得て選任するもの

であります。 

 昨年１１月の広域連合議会におきまして、

あわら市の橋本達也市長が副連合長に選任

されたところでありますが、本年４月のあ

わら市長の任期満了に伴い、副連合長とし

ての任期も一旦満了となられました。よっ

て、今回、改めてあわら市長であります橋

本達也氏を選任いたしたく、議会の御同意

をお願いするものであります。 

 橋本氏は、市長就任以前は、芦原町町議

会議員、あわら市市議会議員を永年勤めら

れ、平成１９年４月に市長就任以降も精力

的に地方自治の発展に御尽力されておられ、

人格、識見ともに、副広域連合長としてふ

さわしく適任と考えておりますので、よろ

しく御審議の上、御同意を賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（加藤貞信君） 以上で提案理由の

説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 本案は、人事に関する案件でありますの

で、一切の手続を省略し、直ちに採決に入

りたいと存じますが、これに御異議ござい

ませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（加藤貞信君） 御異議なしと認め

ます。よって、採決いたします。 

 ただいま議題となっております第７号議

案につきましては、橋本達也君を選任する

ことに同意を求められております。これに

同意することに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（加藤貞信君）御異議なしと認めま

す。よって、そのように決しました。 

 ここで、橋本達也副広域連合長の出席を

求めることにいたします。 

   （橋本副広域連合長入場、着席） 

○議長（加藤貞信君）出席をいただきまし

た橋本副広域連合長から御挨拶を受けるこ

ととします。 

 橋本副連合長。 
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 （副広域連合長 橋本達也君 登壇） 

○副広域連合長（橋本達也君） ただいま、

福井県後期高齢者医療広域連合副広域連合

長の選任につきまして、御同意を賜りまし

た、あわら市長の橋本達也でございます。

選任の御同意を賜りましたことに対しまし

て、心からお礼申し上げ、一言ご挨拶を申

し上げます。 

 後期高齢者医療制度は、廃止が決定され、

新たな高齢者の医療制度にバトンタッチを

する予定でございますが、それまでの間、

従前にも増して、被保険者の皆様に信頼さ

れ、安心して利用していただける制度運営

を目指して、東村広域連合長とともに、誠

心誠意取り組んでまいる所存でございます。 

 議員各位におかれましては、何とぞ格別

の御指導、御鞭撻を賜りますよう心からお

願い申し上げまして、ご挨拶にかえさせて

いただきます。 

○議長（加藤貞信君） 次に、日程７ 第

８号議案「平成２２年度福井県後期高齢者

医療広域連合一般会計・特別会計歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただいま上

程されました第８号議案「平成２２年度福

井県後期高齢者医療広域連合一般会計・特

別会計歳入歳出決算の認定」につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地方自治法第２３３条第１項の

規定に基づき決算を調製し、同条第２項の

規定により監査委員の審査に付し、「審査

意見書」の提出を受け、同条第３項及び第

５項の規定により、所要の書類を添えて議

会の認定に付すものであります。 

 まず、別冊の「平成２２年度歳入歳出決

算書」の１ページ「決算総括表」をお願い

いたします。 

 平成２２年度の決算規模でありますが、

一般会計及び後期高齢者医療特別会計を合

計いたしまして、歳入決算額といたしまし

て、９３２億６,１６１万５，４２１円、歳

出決算額といたしまして、９２２億７,５３

２万７,９４０円で、差し引き額は、９億８,

６２８万７,４８１円となっております。 

 次に、２ページ「一般会計歳入決算書」

をお願いいたします。 

 予算現額の合計が５億２,６９２万６,０

００円、収入済額の合計が５億２,７０１万

５,４５０円で、予算現額と比較して８万９,

４５０円の増となっております。 

 次に、３ページ「一般会計歳出決算書」

をお願いいたします。 

 予算現額の合計が５億２,６９２万６,０

００円、支出済額の合計が４億９,０１６万

６,５２４円で、不用額が３,６７５万９,

４７６円となっております。 

 次に、５ページ「特別会計歳入決算書」
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をお願いいたします。 

 ６ページに移っていただきまして、予算

現額の合計が９２９億３,６６７万５,００

０円、収入済額の合計が９２７億３,４５９

万９,９７１円で、予算現額と比較して、２

億２０７万５,０２９円の減となっており

ます。 

 次に７ページ「特別会計歳出決算書」を

お願いいたします。 

 ８ページに移っていただいて、予算現額

の合計が９２９億３,６６７万５,０００円、

支出済額の合計が９１７億８,５１６万１,

４１６円で、不用額が１１億５,１５１万３,

５８４円となっております。 

 これらの結果によりまして、一般会計で

は３,６８４万８,９２６円、特別会計で９

億４,９４３万８,５５５円の差し引き残額

が発生いたしました。 

 これらにつきましては、それぞれ平成２

３年度に繰り越すこととし、後ほど御提案

いたします「平成２３年度一般会計及び特

別会計補正予算」で措置させていただくこ

ととしております。 

 以上、第８号議案「平成２２年度福井県

後期高齢者医療広域連合一般会計・特別会

計歳入歳出決算の認定」につきまして、御

説明をいたしました。 

 なお、この決算につきましては、お二人

の監査委員による決算審査をお受けいたし

まして、その「審査意見書」と、「主要な施

策の成果等報告書」を別冊のとおり配付さ

せていただいておりますので、御確認いた

だき、何とぞ十分なる御審議の上、妥当な

る御議決を賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（加藤貞信君） 以上で、提案理由

の説明は終わりました。 

 ただいまから質疑に入ります。 

 ２１番、松本朗君から質疑の通告があり

ましたので、許可します。 

 ２１番、松本朗君。 

   （松本朗君 登壇） 

○松本朗君  坂井市議会の日本共産党の

松本です。質疑を行います。 

 はじめに、一般会計の委託料についてお

尋ねします。 

 １,０００万１,７２９円が計上されてお

りますが、その業務については、先ほどの

説明の中でデータ入力ということでありま

した。昨年度は８３４万円で、増額してい

るわけですけれども、その主な理由につい

てお尋ねします。 

 また、この業務は、入力する派遣社員の

方々でありますが、後期高齢者医療制度の

データ入力ということで、個人情報という

ことも含まれることになるかと思います。 

 この点について、守秘義務等の問題につ

いてどのように対策を立てておられるのか、

その他について法的な問題はないのか、こ

の点をお尋ねします。 
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 以上、簡単ですが、お尋ねします。  さらに、この派遣会社を選定された理由

についてお尋ねするものです。 ○議長（加藤貞信君） 松本明君の質問に

対する理事者の答弁を求めます。  それから、医療制度については減免申請

というのが認められておりますが、この申

請件数、減免件数、その金額についてお尋

ねします。 

 事務局長。 

   （事務局長 三上明範君 登壇） 

○事務局長（三上明範君） １点目の人材

派遣契約に関する委託料についてのお尋ね

でございますが、金額が増額しているとい

うことに関しては、ちょっとこちらのほう

ではわかりかねるということで、個人情報

のことに関しては、私どものほうで入札を

行いまして、アイビーエージェント株式会

社と契約しているのですけど、その契約上

の中での守秘義務については、守るという

ことで契約をしております。 

 それから国、県、広域連合の拠出金から

なる財政安定化基金というのが福井県に設

置されております。この基金は、保険料を

上げないなど、そういうものとして活用す

ることが示されておりますが、この財政安

定化基金の現況については資料が出されて

おりません。この点について、具体的にど

のようになっているのかお尋ねします。 

 それから医療給付費の上昇の要因、それ

についてどのように考えられているのかに

ついてお尋ねします。 

 次に、医療給付費の上昇の要因について

ということで、そのことに関してですけれ

ども、平成２２年度の医療給付費は、対前

年５.２％の増加となっており、１人当たり

の医療給付費においても、３.５％の増加と

なりました。増加の要因の第１としまして、

平成２２年度の診療報酬の改定がございま

す。ついで、平成２３年３月に福井県から

発表されました、これも先ほどの報告事項

で報告させていただきましたけれども、福

井県医療費適正化計画の進捗状況に関する

評価の報告書では、本県は後期高齢者率が

全国平均よりも高く推移していることや、

医療の高度化、入院患者等の増加等が指摘

されており、そうした要因により、医療給

 それと高齢者が増加して、医療給付費も

増額しております。保険料引き上げの要因

が高まっているわけです。しかも、２２年

度決算で見ますと、被保険者の保険料収入

が減額に、減少しております。その理由に

ついては、先ほど所得の減少に伴うものだ

ということでありました。保険料引き上げ

を行わないために、当広域連合としてどの

ような対策を行ってきましたか。今ほど、

私は２２年度の決算をベースに論じている

わけですけれども、２３年度の現在の保険

料の調定額の状況、医療給付の現況なども

含めて答弁を求めます。 
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付費が増加したものと推測いたしておりま

す。 

 前後しましたけれども、財政安定化基金

の現況についてでございますけれども、財

政安定化基金につきましては、当広域連合

において予定した保険料収納率を下回って

生じた保険料不足や、給付費の見込み誤り

等に起因しました財源不足について、資金

の交付、貸付を行うために、各都道府県に

おいて基金設置条例に基づき設置されてい

るものでございますが、毎年、国、県と都

道府県広域連合が３分の１ずつ負担するこ

とになっているものでございます。当広域

連合におきましては、これまで交付、貸し

付けの活用例はございませんけれども、御

質問の残高について、約７億３百万円が積

み立てられております。もう少し詳しくお

知らせしますと、平成２０年から積み立て

しておりまして、２２年度末で７億２９８

万９,６８３円が積み立てられております。 

 次に、減免申請の件ですけれども、平成

２２年４月から現在までの保険料減免申請

の状況についてお答えいたします。 

 保険料免除申請は、火災や震災などに被

災された方で、１４人の被保険者の方から

提出がありまして、１４人すべての人の申

請年度の保険料を免除としております。保

険料減免等の対象とした保険料は、当該賦

課年度に属する保険料６４万８,１００円

のうち、減免を申請した日において納期限

が未到来であった４４万５,９００円を免

除としております。 
 次に、前回の保険料改定時において、保

険料引き上げを行わないために講じた対策

についてお答えいたします。 

 前回の保険料改定は、平成２１年度に設

計が行われており、厚生労働省から示され

た数値を基に、平成２２年度、２３年度の

被保険者数や所得の状況、療養給付費等総

額の見込み等によりまして設計を行ったと

ころ、軽減策を講じなければ均等割額で１,

０００円アップと、所得割率で０.８６ポイ

ントのアップとの試算結果となりました。 

 当広域連合におきましては、被保険者の

負担の軽減を図ることで、保険料剰余金を

被保険者へ還元しなければいけないとの判

断のもと、保険料剰余金を活用した抑制を

図ることとして、現行の保険料を据え置き

にしました。 

 ２３年度の調定額ということでの御質問

ですけれども、ちょっと今手元に資料がな

いので、後ほどお答えさせていただきたい

と思います。 

○議長（加藤貞信君） 松本朗君。 

○松本朗君 派遣会社のことでお尋ねしま

したが、通告に直接、前年比、前年より引

き上げられていることは入れてはおりませ

んが、そういうことが出ないのはちょっと

残念だと思います。 

 もう１つは、この入札の経過、設定され
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た理由です。つまり何社でどのような入札

方法をとったとか、そういうことについて

改めてお尋ねします。 

 それから、今現在どのような対策を行っ

てきたのかということについて、今言われ

ましたが、その上で、今やられてきて、私

は２３年度の調定額の状況、要は保険料収

入の状況とか、２３年度の決算見通しなん

かもある程度の段階で見通される時期にき

ていると思うんです。そういうことを踏ま

えて、２４年度以降の保険料が決まってく

るわけですけれども、その点でどのように

今検討されているのかということについて

いかがでしょうか。 

○議長（加藤貞信君） 事務局長。 

○事務局長（三上明範君） 人材派遣委託

料のことでございますけれども、委託契約

に関しましては、一般公募とし、平成２２

年２月２６日に地方自治法第２３４条の規

定によりまして一般競争入札を行い、同法

第２３４条の３の規定によりまして平成２

５年３月までの長期継続契約として契約を

締結いたしましております。これに関しま

しては、平成２１年９月の政権交代により、

制度の廃止が当時は平成２５年３月とうた

われていましたことから、それまでの契約

期間としたものでございます。 

 次に、入札に参加した業者についてでご

ざいますけれども、５社ございました。 

 入札は、派遣者１人の１時間当たりの金

額を入札するもので、入札の結果としまし

て、アイビーエージェント株式会社が８８

０円、株式会社医療サポートが１,３８０円、

テンプスタッフフォーラム株式会社が１,

０５０円、株式会社ニチイ学館が１,１５０

円、株式会社ヒューマンデザインが９１０

円となりまして、最低金額を入札したアイ

ビーエージェント株式会社と契約いたして

おります。 

 ここで先ほどの追加でございますけれど

も、守秘義務につきましては、先ほども言

いましたように、アイビーエージェント株

式会社と契約書の中で、しっかりと取り決

めを行っておりますのでお知らせします。 

 次に、「２４年度の見通しについてという

こと」ということで、お話をさせていただ

きますと、平成２４年度の見通しについて

でございますが、先ほども言いましたよう

に、被保険者の所得が伸び悩む中にありま

して、被保険者数と医療費の増加が見込ま

れることから、何の手立ても講じなければ

前回の設計時よりも保険料の大幅な上昇は

避けられない状況であると認識いたしてお

ります。当広域連合におきましては、被保

険者の皆様に十分配慮して保険料をできる

限り抑制するという基本的な考え方から、

これまでの保険料剰余金を積み立てている

療養給付費等準備基金を最大限に活用する

ことを検討しております。 

 なお、今後、厚生労働省から示される保
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険料の算定に当たっての具体的な数値や方

針等、更には１２月に決定される診療報酬

改定を加味しながら、保険料をできる限り

抑制するという考えのもと、十分な検討を

行い、保険料の改定作業を進めていきたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（加藤貞信君） 松本朗君。 

○松本朗君 最後にお聞きしますが、私が

今、質疑でいろいろお尋ねしたことは、そ

んなに特別難しい議論をしているわけじゃ

ないです。基本的な資料の提出で間に合う

ところもあると思うんです。ですから、こ

ういう契約案件などは、議決案件ではない

けれども、参考資料として、当然、決算資

料あるいは経過報告の資料としてホームペ

ージにアップするとか、議会の時に出すと

か、そういうことが必要ではないかと思い

ます。 

 財政安定化基金の状況なども同じです

けれども、その点について最後に答弁を兼

ねてお尋ねします。 

○議長（加藤貞信君） 事務局長。 

○事務局長（三上明範君） 今、議員から

いただきました御意見に関して、今後、中

で十分協議しまして、皆さんに、被保険者

の方にできる限りお知らせできる方向で考

えていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（加藤貞信君） 以上で通告による

発言はすべて終了いたしました。 

 ただいまから討論に入ります。 

 討論の通告はありませんでしたので、直

ちに採決したいと存じますが、これに御異

議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（加藤貞信君） 御異議なしと認め

ます。 

 よって、採決いたします。 

 第８号議案につきましては、原案のとお

り決することに賛成の諸君の起立を求めま

す。 

   （起立全員） 

○議長（加藤貞信君） 起立全員です。よ

って、そのように決しました。 

○議長（加藤貞信君） 次に、日程８ 第

９号議案「平成２３年度福井県後期高齢者

医療広域連合一般会計補正予算」及び日程

９ 第１０号議案「平成２３年度福井県後

期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別

会計補正予算」を会議規則第３５条の規定

により一括議題といたします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） ただいま上

程されました第９号議案「平成２３年度福

井県後期高齢者医療広域連合一般会計補正

予算」及び第１０号議案「平成２３年度福

井県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医
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療特別会計補正予算」につきまして、一括

して提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、第９号議案の平成２３年度一般会

計補正予算から説明いたします。 

 議案３ページをお願いいたします。 

 平成２３年度一般会計補正予算でありま

すが、補正額は歳入歳出とも３,６８４万９,

０００円を増額し、予算総額で４億９,１８

１万円とするものであります。 

 おめくりいただきまして、４ページをお

願いいたします。 

 歳入につきましては、「第４款 繰越金」

を３,６８４万９,０００円増額しておりま

す。これは、平成２２年度の広域連合運営

経費の決算剰余金であり、５ページを御覧

いただきますと、歳出の「第４款 諸支出

金」において、国及び各市町に３,６８４万

９,０００円を返還するものであります。 

 次に、第１０号議案、平成２３年度特別

会計補正予算についてであります。 

 議案６ページをお願いいたします。 

 補正額は、歳入歳出ともに９億８,６４５

万１,０００円を増額し、予算総額で９５１

億３,９８０万８,０００円とするものであ

ります。 

 おめくりいただきまして、７ページをお

願いいたします。 

 まず、歳入においては、「第１款 市町支

出金」で、平成２２年度分の療養給付費の

市町負担金を精算した結果、８市４町にお

いて追加負担が生じたため３,７０１万２,

０００円を増額しております。 

 「第９款 繰越金」では、平成２２年度

の決算剰余金として９億４,９４３万９,０

００円を増額しております。 

 おめくりいただきまして、８ページをお

願いいたします。 

 歳出につきましては、「第６款 基金積 

立金」では、療養給付費等準備基金及び臨

時特例基金に平成２２年度決算に係る保険

料剰余金１億４,１５５万８,０００円を積

み立てるものであります。 

 「第８款 諸支出金」では、平成２２年

度療養給付費負担金等の精算による返還金

８億４，４８９万３,０００円を増額するも

のであります。 

 何とぞ十分なる御審議の上、妥当なる御

議決を賜りますようお願い申し上げまして

提案理由の説明といたします。 

○議長（加藤貞信君） 以上で、提案理由

の説明は終わりました。 

 質疑及び討論の通告はありませんでした

ので、直ちに採決したいと存じますが、こ

れに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（加藤貞信君） 御異議なしと認め

ます。 

 それでは、第９号議案及び第１０号議案

を一括して採決いたします。 

原案のとおり決することに御異議ござ
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いませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（加藤貞信君） 御異議なしと認め

ます。よって、そのように決しました。 

 次に、日程１０ 一般質問を行います。 

 一般質問は、通告に従い、２１番、松本

朗君の一般質問をお受けいたします。 

 ２１番 松本朗君。 

   （松本朗君 登壇） 

○松本朗君 一般質問を行います。 

 保険料、それから主要施策報告書の充実

についてお尋ねします。 

 最初に主要施策報告書についてでありま

すが、先ほどの質疑との関連もありますの

で、簡潔に質問しますし、簡潔にお答えい

ただければ結構です。 

 主要施策の成果等報告書が決算添付資料

として作成されておりますが、これをもっ

と充実し、議会審査に足るべきものにする

ことが求められています。各市町の主要施

策報告書の例はそれぞれ違いはあると思い

ますが、当広域連合の報告書は、余りにも

不十分ではないでしょうか。言うまでもな

く、成果報告書は広域連合の事務の成果を

報告し、明らかにするものであり、その前

提として、基本的データの明示は決算審査

に欠かせません。高齢者医療制度に関する

専門的なデータを明らかにすることを求め

ます。 

 先ほど議会に報告する報告資料が出され

ましたが、こういうものは、議案配付と一

緒に成果報告書に組み入れるもの、あるい

は資料として別添するもの、いろいろあろ

うかと思いますが、議案審査に必要な資料

及び事前配付が当然ではないでしょうか。 

 以上の点について、その充実を求めます

とともに、連合長の考えをお尋ねします。 

 第２は保険料についてであります。先ほ

ど東村連合長は、挨拶の中で、この後期高

齢者医療制度について、安定しているよう

に思うということをおっしゃいました。し

かしこれは、発足後数年の推移の中での感

想ではありましょうが、今の制度をそのま

ま続けていきますと、既に傾向は顕著にあ

らわれておりますけれども、医療費は増え

る、高齢者も増えると。先ほど事務局長が

質疑の中の答弁でもあったように、このま

まいくと、保険料の引き上げということも

当然のこととなるわけです。 

 今の国民、特に高齢者を取り巻く社会福

祉環境というのは、非常に厳しいものがあ

りますから、医療を受けるという人間の尊

厳を保障する制度の中にあって、保険料が

どんどん引き上げられるという仕組みその

ものは改められなければならない。その点

ではこの後期高齢者医療制度というのは、

本質的な矛盾があるものだというふうに考

えております。 

 その点について、これは通告外ではあり

ますけれども、連合長としての所見があっ
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たらお答えいただきたいと思います。 

 この保険料についてでありますが、２４

年度に新たな保険料ということになるわけ

です。先ほどの審議の中でも最大限上げな

いように、基金なども使うということも答

弁でありました。２２年度決算を見ますと、

療養給付費準備基金は、約１０億円積み増

しされまして、実質単年度収支はマイナス

になっているものの、会計上は一定の余裕

もあると思われます。その準備基金２５億

円というのは保険料収入の２３％でありま

して、つまりそれだけ２５億円、これまで

の保険料の徴収にゆとりがあったというこ

とであります。したがって、その保険料の

準備基金を、引き上げ要因をなくすために

充当することは当然のことでありますが、

引き上げをしないというだけで済むのかど

うか、状況によっては引き下げもできるの

ではないのかということも考えています。

その点について、具体的な答弁を求めるも

のです。 

 それでもう１つは、この後期高齢者の医

療制度の保険料というのが、高齢者が１

０％負担するということになっているわけ

ですが、医療費総額は前年比で４.９％増え

て、９５５億円、後期高齢者と６５歳以上

の障害者、いずれも医療を必要とする機会

が多くて、いわゆるハイリスクグループと

言えるわけであります。このグループが保

険料を負担するということは、大変困難で

ありますけれども、この保険料を引き上げ

ないためには、さらなる県と国の財政措置

を求めるべきではないでしょうか。 

 この点について、連合長にお尋ねいたし

ます。 

 以上、最初の質問とします。 

○議長（加藤貞信君） 松本君の質問に対

する理事者の答弁を求めます。 

 事務局長。 

   （事務局長 三上明範君 登壇） 

○事務局長（三上明範君） まず、主要施

策の成果の報告書の充実についてのお尋ね

についてお答えいたします。後期高齢者医

療制度は、制度開始からまだ４年目という

ことで、今回御認定をお願いいたしました

決算もまだ３回目の決算に過ぎません。よ

って、後期高齢者医療制度に関するデータ

の蓄積も乏しく、議員の皆様にお示しでき

るようなデータがなかなかありませんでし

たけれども、３年分のデータがそろいまし

たので、少し、年ごとの比較もできるよう

になりましたので、全員協議会への報告事

項においてではございますけれども、今回

報告をさせていただいております。議員の

御指摘どおり、後期高齢者医療の現状を知

っていただくためには、基本的なデータの

提供は欠かせないものであります。しかし

ながら、主要施策の成果報告書につきまし

ては、当該年度における成果報告書の形式

をとっておりますので、経年推移のデータ
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等につきましては、今回のような全員協議

会への報告事項で報告させていただきたい

と思います。 

 なお、この資料につきましては、今後は

少しでも早く皆様のお手元に届くよう努力

してまいりたいと考えておりますのでよろ

しくお願いいたします。 

 次に、来年度の保険料を見直すに当たり

どのように検討されているかについてでご

ざいますけれども、先ほども質疑の中で回

答をさせていただきましたけれども、来年

度の保険料改定に当たり、市町、広域連合

におきまして、被保険者の皆さんに十分配

慮し、保険料をできる限り抑制するという

基本的な考え方から、療養給付費等準備金

を最大限に活用することを検討しておりま

す。今後、厚生労働省から示されます保険

料算定においての具体的な数値や方針、更

には診療報酬改定等を加味しまして、保険

料をできる限り抑制するという考えのもと、

十分な検討を行い保険料の改定を進めてい

きたいと考えております。 

 繰り返しになりますけれども、今の状況

としまして、まだ厚生労働省から具体的な

数字等、また、１２月までに決定される診

療報酬等の改定がわかりませんので、具体

的な数字についてはまだお知らせすること

ができない状況となっております。 

 次に、保険料を引き上げないために、国

や県に対して更なる財政措置を求めるべき

ではないかという御質問でございますけれ

ども、保険料の負担軽減を図るためにも、

国の財政措置につきましては、当広域連合

をはじめ、全国の広域連合が強く要望して

いるところでありまして、全国組織である

全国後期高齢者医療広域連合協議会を通じ

まして、本年６月に国に対して要望活動を

行っております。 

 また、来る１１月１７日に東京都内で行

われます全国の臨時広域連合長会議が開催

されますので、その後、厚生労働省に対し

て秋季要望活動を行うこととなっておりま

す。その中におきまして、当広域連合では、

保険料改定に係る具体的な要望として、第

３期保険料改定では、被保険者の負担を最

大限に軽減すべく、国において十分な財源

を確保し、保険料の上昇抑制を講じること、

更には、現行制度が継続する限り保険料の

軽減措置を継続し、その財源を全額国にお

いて負担することを強く要望したところで

ございます。 

○議長（加藤貞信君） 松本朗君。 

○松本朗君 再質問させていただきます。 

  保険料の問題について、私が先ほど最

初の質問の中で、この制度の基本的な問題

について連合長所見があったら求めたいと

いうように言いましたが、その点について

は、回答、答弁がありませんでした。やは

り基本的な問題についてどのように見解を

持っているかということは、非常に大きな
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問題だと私は思いますので、連合長、何か

あれば答弁をいただきたいと思います。 

 あわせて、先ほどの答弁に対してであり

ますけれども、国に対する要望としてやら

れているということであります。同時に、

当連合として、保険料を上げない、または

下げられる可能性があるのなら下げるべき

だと思いますけれども、そのために基金の

活用ということで、特別会計の中の基金の

活用のことが答弁でありましたけれども、

県に置かれている財政安定化基金が９億円

積まれているということであります。これ

も、２２年度の保険料を引き上げないため

にということで、厚労省は財政安定化基金

を活用するということを言っておりました。

当広域連合にも通知はあったと思います。

ですから、これもあわせて活用して、この

制度そのものが残り少ないわけですから剰

余金を残したまま解散するわけにはいきま

せんので、保険料を引き上げない、さらに

は引き下げるという状況になるのなら、そ

れを目指して最大限基金を活用するという

ことが必要なのではないでしょうか。その

点についてお尋ねします。 

 それからもう１点ですけれども、県は法

定負担しかやっていません。県の負担です。

だからここは、県に対して、保険料引き下

げの直接的な要因ではありませんけれども、

せめて、事務局長も県から来られています

けれども、県の職員の人件費くらいは県が

払うということを求めたらどうでしょうか。

額としてはそう大きな額ではありませんけ

れども、みんなこの広域連合を運営するた

めに各市町から職員を派遣して運営してい

るわけですから、県の応分の、それぐらい

の負担をするということも必要ではないで

しょうか。その点についてお尋ねします。 

○議長（加藤貞信君） 連合長。 

○広域連合長（東村新一君） 今も保険料

アップについての御心配をしていただきま

しての御質問がありました。確かに先ほど

から、私のほうの答えでも申し上げており

ますように、また御指摘のように、高齢者

の人口が増えて医療費がアップしていく、

何ら手立てを行わないでおけば、当然に歳

出総額が増えるわけですから、それを保険

料ですべてカバーしようとすれば、保険料

はアップをせざるを得ない、そういう危機

感があるのは確かであります。前回の２２

年度、２３年度のときの単価改正のときに

も、同じような危機感を持っていたわけで

すけれども、国のほうもいろいろな手当、

財源措置、そういうふうなものをしたとい

うふうなことを含めて、今日、２２年度、

２３年度は特段アップをせずに済むことが

できました。今回も２４年度、２５年度は

非常に今、不安はあるわけですけれども、

そういった制度を国のほうで十分に取り入

れていただいて、そして我々のところへも

その制度に従った財源措置をしてもらう、
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そういう要望というものを続けているとい

うのが説明をしたところであります。 

 アップについては、当然御指摘のように、

財政状況的にもまだ１つありますけれども、

こういうようなものも当然視野に入れてい

かなければならないと思いますが、まだ細

かな制度設計そのものが十分にまだ示され

ておりませんので、今、現段階でどのぐら

いの金額をどうするというような判断のと

ころまでは申し上げることができないとい

うのが現状かと思っています。 

 それと、県は法定負担以外にも、人件費

等の措置があればすべきではないかという

お話がございました。これも１つの考え方

としてあるのかもしれませんけれども、今

は、そもそもが市町村の延長線上であるこ

の広域連合ですが、国のほうも県のほうに

単位化できないかというふうな話を国保と

の関係も含めて持っています。知事会は、

先ほど私がお話もさせていただいたように、

なかなか今のところは難しいという状況の

中でありますので、今、おそらくこの話を

進めていっても、なかなか折り合いはつか

ないところがあろうかと思います。ここは

もう少し大きなところでの制度設計そのも

のがどう推移をするのかということを見き

わめる必要があると思っておりますので、

御理解をいただきたいと思います。 

○議長（加藤貞信君） 松本朗君。 

○松本朗君 連合長、答えていただきまし

てありがとうございます。 

 そこは、先ほど私が指摘したことは、や

はり、県の負担にしろ、国の取り組みにし

ろ、積極的に取り組んでいくべきだと思い

ますし、答弁はありませんでしたが、最大

限基金を視野に入れると、財政安定化基金

を視野に入れるという答弁でありましたの

で、そういうことも含めて、今の状況です

と２２年度決算でも基金を積みますような

状況ですから、上げるということではなく

て、下げる可能性もぜひ追求していただき

たいということを強調して質問を終わりま

す。 

○議長（加藤貞信君） 要望でよろしいで

すね。 

 以上で通告による案件はすべて終了いた

しました。 

 これで、一般質問を終了します。 

 以上をもちまして、本日の議事日程はす

べて終了いたしました。 

 ここで、連合長より発言の申し出があり

ますので、これを許可いたします。 

 連合長。 

 （広域連合長 東村新一君 登壇） 

○広域連合長（東村新一君） 平成２３年

第２回福井県後期高齢者医療広域連合議会

定例会が閉会されるに当たり、一言お礼を

申し上げます。 

 議員各位には、長時間にわたり、提案さ

せていただきました各議案について慎重な
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る御審議をいただき、本日ここに妥当なる

御議決を賜りましたことに、厚くお礼申し

上げます。 

 今後も、現行制度の円滑な運営と、被保

険者の皆様にとってより有効な新制度に移

行できるよう、鋭意取り組んでまいる所存

でございます。議員各位におかれましても、

より一層の御指導、御鞭撻を賜りますよう

よろしくお願い申し上げまして、簡単では

ございますが閉会に当たっての御挨拶とい

たします。 

 ありがとうございました。 

○議長（加藤貞信君） 以上で本日の会議

を閉じます。 

 これをもちまして、平成２３年第２回福

井県後期高齢者医療広域連合議会定例会を

閉会いたします。 

 どうも御苦労様でした。 

 

 

午後４時４６分閉会 






